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2016 年度支部共通事業
日本建築学会設計競技入選作品
「残余空間に発見する建築」

全国審査部会

審査委員長	 北山恒（法政大学教授／architecture WORKSHOP主宰）
審査員	 乾久美子（横浜国立大学Y-GSA教授／乾久美子建築設計事務所主宰）
	 大月敏雄（東京大学教授）
	 山道拓人（ツバメアーキテクツ代表取締役）
	 篠原聡子（日本女子大学教授／空間研究所取締役）
	 塚本由晴（東京工業大学教授／アトリエ・ワン）

全国入選者

最優秀賞	 関東支部　奥田祐大ほか2名
優秀賞	 北陸支部　後藤由子ほか1名
	 近畿支部　廣田竜介
佳作	 東北支部　前田直哉ほか3名
	 関東支部　道ノ本健大
	 東海支部　北村将ほか2名
	 北陸支部　大村公亮ほか2名
	 近畿支部　倉本義己ほか2名
	 中国支部　伊達一穂
	 中国支部　市場靖崇ほか1名
	 四国支部　森知史ほか1名
	 九州支部　高橋豪志郎ほか3名

審査総評（審査委員長北山恒）

　2011年の3.11以降、そして、ちょうどそのころから日本
の人口は漸減し始めており、社会を構成している人々の生活
様態が変容し始めている。それに伴って私たちの生活空間も
影響を受けている。現実には微細な変化であっても、それを
感じる私たちの意識が3.11以降更新されており、その変化
は増幅されて認識される。そんな、私たちの周辺環境に当た
り前のように存在する意識から外れる「残余空間」を取り上
げ、それに意味を与えることを「発見する建築」であるとし
て、その趣旨文を書いた。その狙いは、ゲシュタルトとして
存在する空間を意識することで、20世紀につくられた近代
建築という概念が取りこぼしてきた事象を拾い上げることに
ある。それは、現代または直近する未来のなかで、私たちの
社会で要求されるであろう新しい「建築」という概念の発見
でもある。
　全国から305作品の応募があった。支部審査で70作品が
選出され、公開審査会にノミネートする12作品を選出する
審査が行われた。その審査の過程で活発な議論が進み、審査

タジマ奨励賞	 東北支部　宮嶋悠輔ほか3名
	 関東支部　久崎雅隆ほか2名
	 関東支部　福住陸ほか2名
	 関東支部　西尾勇輝ほか2名
	 東海支部　伊藤啓人ほか1名
	 東海支部　木尾卓矢ほか3名
	 東海支部　山本雄一ほか1名
	 中国支部　田上瑛莉香ほか2名
	 中国支部　蓑原梨里花ほか3名
	 九州支部　本山翔伍ほか4名

員10名のなかで課題の「残余の空間」が定義できた。提案さ
れた作品にある残余は、時間と空間の関係性のなかに生まれ
るギャップであり、その残余を観察する主体によってその評
価は揺れ動く。さらに、「残余空間に発見する建築」の価値
とは、当座の利益を得るものではなく、過去の時間のなかか
らすくい上げたものを、さらに大きな時間のなかで新たな価
値を与えるものなのだ。
　最優秀賞となった「染めを生業う明日のアパレル産業」は、
江戸時代から続く染色業の工場が散在する神田・落合を取り
上げる。現在はどこにでもある雑駁な街並みなのだが、染色
という活動から注意深く見てみると、その活動の痕跡が色付
いて浮かび上がる。その捨て去られたような残余の空間を織
り上げることで、地域は豊かな空間の連鎖として認識でき
る。その多重多層に読み取られたプレゼンテーションは圧倒
的であった。新しい「建築」に共感できる精神が登場してい
ることが感じられた。

	 手島浩之（都市建築設計集団／UAPP代表取締役）
	 仲俊治（仲建築設計スタジオ代表取締役）
	 平田晃久（京都大学准教授／平田晃久建築設計事務所主宰）
	 村上徹（広島工業大学教授／村上徹建築設計事務所主宰）

　全国審査は、各支部に応募された305作品のなかから選ばれた
支部入選70作品を対象に行われた。
　一次審査（8月3日）は、全国入選候補12作品のノミネートとタ
ジマ奨励賞10作品を選考した。

　二次審査会（8月24日）は、大会会場（福岡大学）において公開で
開催された。
　各賞は、ノミネート12作品のプレゼンテーションが行われたの
ち、白熱した審査が行われ、決定した。
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最優秀賞

なった工房や店舗に各工程を割り振ることにより、地域資源
として見いだされているのは、川の流れではなく、染色工程
の流れと職人のスキル。そこへのアクセシビリティを高める
ことに「建築」が発見されている。� （塚本由晴）

　新宿の住宅地に取り囲まれた染色工房の集積が、新陳代謝
もできない社会的な残余空間になりかかっている。川沿いの
細街路につながれた新陳代謝の進まない空き家の集合にス
トーリーを与えるのは、染色に必要な複数の工程。空き家に

染めを生業う明日のアパレル産業  
奥田祐大（横浜国立大学）　白鳥恵理（同）　中田寛人（同）
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“ 環 ” ─残余に浮かび上がるもう一つの集落─  
廣田竜介（立命館大学）

優秀賞

優秀賞

　大火からの復興計画において避難用の路地としてつくら
れた「裏界線」。もと「御用水」などの水路があったこの場所
は、水利施設→大火→避難動線の確保（裏界線）→モータラ
イゼーション・都市開発という、異なる時代の事件や配慮の

幾何学をランドスケープのなかに設定することが「作品」と
しての全体性をつくっているとしたら、表現と態度とが、す
れ違いを起こしている。大らかな開放系の配置とした方が、
好ましいように思える。� （山道拓人）

　かつてあった生業の痕跡をつないで地域再生を行うプロ
ジェクトだ。その態度が頼もしいし、パースも美しく、図面
もなかなか楽しい。ただ気になるのは、「環」を閉じたこと。
　入口と出口がないのが集落だが、輪郭が設定されること
で、このプロジェクトの限界点が設定されてしまう。単純な

重ね合わせにより、たまたま残余空間になってしまった。地
中に隠されていた水の流れを開渠化し、水の振る舞い、人々
の振る舞い、建築の振る舞いを引き出す、歴史的過程を意図
的に巻き戻す「建築」。� （塚本由晴）

裏水暮らし ─「裏界線」のこれからのあり方─  
後藤由子（愛知工業大学）　長谷川敦哉（同）
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交錯を生むストリートヴォイド  
道ノ本健大（法政大学）

会所地 3.0  
前田直哉（早稲田大学）　田中雄大（東京大学）　
髙瀬修（早稲田大学）　柳沢伸也（やなぎさわ建築設計室）

佳作

佳作

　二次審査会において、審査員の間で最も評価が分かれ議論
を生んだ作品である。老人センターや保育園といった社会的
弱者を支える地域社会のインフラとしての機能を担う施設

　山形県鶴岡市本町に現存する、近世からの街区ごとに設え
られた会所地に注目し、すでに空地の多いシャッター街と

が、立地の市場価値から見て、経済原理に左右され存続の基
盤が揺らぐのではないかという指摘がなされ、評価が分かれ
た。この提案が「市場原理に揺るがされない施設の在り方」
を提案したものであれば、評価は違っていたと思う。評価が
分かれ議論が白熱する、ということ自体が、素晴らしいこと
であると思う。� （手島浩之）

なってしまったこの町の近隣を再びつなぎ直す装置として、
会所地と各敷地を隔てる塀と、それをつなぐ木戸の存在を手
掛かりに、それらを、時間をかけてバージョンアップし、空
間化し、建築化していく。それによって、かつての会所地の
にぎわいと近隣関係の再生を図り、それを街区を飛び越えて
広げていくという提案である。� （大月敏雄）

Pilgrimage of Space and Time
─名古屋中心部〈会所地〉─〈公開空地〉ネットワーク計画─  
北村将（名古屋大学）　藤枝大樹（同）　市川綾音（同）

佳作

　清洲越し以来の都市形成史に触れ
ながら、寺社の埋め込まれた会所地
を顕在化させるネットワークを提案
した。巡礼路と名付けられた第2の
都市空間は、形態、スケール、アク
ティビティ、機能などの点で、街路
空間とは対比的であるが、重要なこ
とは、建築が、それらの間に挟まれ
た存在として逆に定義できるのでは
ないかという着眼点だと思う。ここ
に可能性があるだけに、その部分を
深掘りしたらさらによい提案となっ
たと思う。� （仲俊治）
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転換する時層  
伊達一穂（東京藝術大学）

佳作

　広島市内に現存する被爆建築でも最大規模で、なおかつ戦
争遺産としての価値も高い旧陸軍被服支廠が提案の対象であ
るが、長らく倉庫として使われてきたのち、近年は空き家の

まちに根を張る階段小路  
倉本義己（関西大学）　村上真央（同）　中山絵理奈（同）

入り組むまちのにわ  
大村公亮（信州大学）　出田麻子（同）　上田彬央（同）

佳作

佳作

　全国どこにでもある雑居ビルが林立する商業街区。これら
の雑居ビル群には建築基準法によってもれなく避難階段が
設置されている。通常は誰の目にも触れることなく、ただ、

　善光寺の門前町は、複雑な街区形状となっており、建物形
状との間にさまざまな不整形な隙間が発生している。その隙
間をポジティブに読み取って、さまざまな公共スペースへと

「いざ」というときのためだけにつくられた、まさに残余空
間の代表のひとつに数えうるこれらの避難階段群を、ビル
同士で共有するとどのような展望が開けるのか？ こうした、
誰もが一度は夢想しそうな魅力的な問いかけに真正面から挑
んでいる提案である。� （大月敏雄）

転換させようとする計画である。もともとの街路が地形や水
路といった自然に近いものを反映していることを思えば、こ
の案は、自然の影響で生まれた余白にポジティブに絡み合
う、広い意味で親自然的な建築や都市のありようを模索する
ものであると言える。� （平田晃久）

まま放置されている。この建築物を額面どおりに歴史的建造
物・陸軍・被爆……といったお決まりの、お堅い意味だけを
継承していくことに疑問を感じ、すでにほどよく住みこなさ
れた周囲の居住環境のつぶさな観察をベースに、周囲にとけ
込む活用法を提案している。� （大月敏雄）
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道後地元民温泉物語  
森知史（東京理科大学）　山口薫平（同）

暮らしを結わう
─震災より立ち上がる高基礎の景─  
高橋豪志郎（九州大学）　北村晃一（同）　野嶋淳平（同）　村田晃一（同）

風景を紡ぐインフラ  
市場靖崇（近畿大学）　藤井隆道（同）

佳作

佳作

佳作

　提案は、軍港のまちとして急激に都市化が進んだ呉市にあ
る急斜面の住宅密集地に着目し、擁壁を補強するための杭を
地上にまで延ばし、地域の活動のためのちょっとした屋根を

　熊本の地震の後で、その建築の被
害を目前にして、自分たちに何が可
能かを、丁寧な実地調査に基づき、
真摯に考えたその取組みは、大いに
評価できる。家揚げによって、現在
の建物を残しながら、その下にピロ
ティ状のパブリック空間をつくると
いう提案も独創性があり、なおかつ
街並みに対する提案にもなっており、
楽しげである。家揚げの接地階の構
造的な裏付けやその裏付けに基づい
た空間のあり方などがやや弱く、優
秀案にならなかったのは大変に残念
である。� （篠原聡子）

支えるというものであった。急斜面住宅地の残余空間をうま
く活用できそうな可能性を感じさせ、丁寧に描かれたパース
も、その魅力を大いに伝えていた。杭の技術的裏付けの希薄
さと、残余の建築化が記号的なものに止まっていることが惜
しいところであった。� （乾久美子）

　有名な道後温泉本館に対峙させて、地元民温泉を提案し
ている。耐震補強工事のため、10年間も休館となる本館は、
地元にとっては多大な問題である。この改修計画のある今の
時期、二極性を表した発想はユニークであり、現実性も十分
に考えられ、実にタイムリーで見事なコンセプトである。ビ
ル街の裏側の残余地に計画された新しい温泉では、観光客と
地元住民の予期しない出会いが生じるであろう。ここでの図
面表現は、絵巻物のようで実に美しい。� （村上徹）
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黒壁の理想郷  
福住陸（日本大学）　郡司育己（同）　山崎令奈（同）

タジマ奨励賞

　都市空間のなかに動植物の理想郷をいかにつくるか。問い
の設定はチャレンジングで面白い。
　だた、建築家は、問いに対する解としての建築が新たな

鉄塊はやがて杜になる  
久崎雅隆（日本大学）　松枝朝（同）　竹田来任（同）

町と海とをつなぐ壁  
宮嶋悠輔（日本大学）　濱嶋杜人（同）　
谷醒龍（同）　門口稚奈（同）

タジマ奨励賞

タジマ奨励賞

　「残余空間とは何か」を考えて、面白いアイデアであると
思う。誰にも大して気にされることなく日本中に立っている
が、よくよく考えると、かなり支配的な巨大さで立ってい

　過疎に悩む小さな漁村に大きな壁のような防潮堤ができ、
その衝撃と地域の生活の間の隙間をどう埋めるか、をテーマ

るのが鉄塔である。その鉄塔は、日々のメンテナンスを怠れ
ば、すぐにツタに覆われ、鳥の巣ができ、植物と鳥のための
楽園になるであろう。そして、それは適度な距離感で立ち、
鳥が行き来するためのほどよいネットワークを形成し……、
そんな幸せな空想を抱かせてくれる提案である。�（手島浩之）

とした作品である。残念ながら、この「巨大な壁の存在感」
以上にインパクトを持った提案とはなっておらず、この案が
もう少し、この地域の生活や生業、歴史などを詳しく調べ、
その成果を丹念に紡ぎ上げたうえで、壁に対峙した建築空間
を提案したものであれば、もっとよい結果につながったよう
に思う。� （手島浩之）

別の問題を生み出す、ということに対して考えないといけな
い。題と解の回路をどれだけ往復できるかが、鍵である。
　そうすると、黒壁が落とす影の影響は？ 鳥は空にアクセ
スできるが、他の生物にとってはどうなの？ など、提案が
必然的に呼び寄せる2周目の問いの手前で息切れしている。
この思考の回路をぐるぐると回して真の理想郷を追求してほ
しい。� （山道拓人）
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御堀緑道  
伊藤啓人（愛知工業大学）　大山兼五（同）

たゆたふ羽衣  
木尾卓矢（愛知工業大学）　有賀健造（同）　
小林竜一（同）　杉山敦美（同）

保育電車 ─時間により出現する残余空間─  
西尾勇輝（日本大学）　大塚謙太郎（同）　杉原広起（同）

タジマ奨励賞

タジマ奨励賞

タジマ奨励賞

　行政と民間の間に生じる残余空間を取り上げ、歴史的な変
遷に基づいて緑道を提案している。その根幹となる多孔質テ
ラスは、踏み心地や使い勝手を想像すると楽しい気分になっ

　残余という言葉の解釈が、大変ユニークな案である。三保
の松原の浸食された部分がここでの残余であり、それを補填

　この「保育電車」では、日常生活に対する細やかな視線か
ら、電車の中に、時間と空間の残余を発見している。また、
それを保育園への待機児童の問題と絡めて有効活用しようと

するような松と麻袋を使った構築物が提案されている。この
麻袋に入れられた小石が、人の往来によって削られ砂とな
り、最終的には浸食された砂浜がよみがえる。建設行為のた
めに安倍川から土砂が採取されたのが原因で喪われた風景
を、別種の建設行為でよみがえらせようとする美しい提案で
あり、細やかな説明とともに好感が持てた。� （平田晃久）

いう提案も、親が自分の通勤の途上に子どもが預けられると
いう利便性を考えれば、十分に説得力のある提案と言える。
そこで保育される子どもたちの生活も、京成本線の駅のそれ
ぞれの立地を生かした楽しげなシーンから、こうした保育も
確かにありだ、と思わせる。一方で、既存の保育施設にはな
いような建築としての提案があってもよかったように思う。
� （篠原聡子）

た。身体スケールだけでなく、都市スケールでも雨、風、熱
の効果が提示され、有意義に思える。管理上の残余という視
点から提案を組み立てているだけに、新しい緑道を誰が管理
するのかや、時間がかかるだけにプロセスのデザインといっ
た課題にも取り組むとなおよかったと思う。� （仲俊治）
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ふうせんいっこ
蓑原梨里花（近畿大学）　井上由理佳（同）　
末吉真也（同）　野田崇子（同）

　入江に張り付くように広がる鞆の浦の集落において、鞆の
浦の日常において意識から外れている海を残余空間とみな

ビルの背中は都市の真ん中
─背中あわせのビル群から見つける残余空間─  
田上瑛莉香（近畿大学）　實光周作（同）　流慶斗（同）

Waterization City ─ Water × Motorization ─  
山本雄一（豊田工業高等専門学校）　西垣佑哉（同）

　タイトルの「ビルの背中は都市の真ん中」は、この計画を
一言で表現する名句である。提案での残余空間は、日本中の

　既存の車や交通システムが変わると、それらを拠りどころ
にする都市空間や建築は無効になるとして残余を定義し、具
体的には道路、住宅、立体駐車場、ガソリンスタンドに対し

どこの市街地にも散在し、その扱いは都市での普遍的なテー
マである。外壁を取り外し、互いのビルを視覚的に連続させ
た空間が実現されたならば、オモテ側の街に対して、ウラ側
の街はヒューマンスケールで実に楽しい別世界となるであろ
う。その場は、いわゆる都市砂漠でのオアシスになり、人間
主体の空間が表出される。� （村上徹）

て、個別のデザインを提示している。ただ、どのような社会
や空間に住みたいのか、そのビジョンは散発的かつ抽象的な
ものにとどまっている。
　とはいえ、一つひとつの提案は丁寧で密度があり、技術に
対して真摯な取組みに好感が持てた。物的環境が生活にどの
ような影響を与えるのか、という視点を持ち続けてもらいた
いと思う。� （仲俊治）

し、それを意識上の仮想の広場とすることを主張する提案で
ある。方法は「現れたり現れなかったりする仕掛けをもつ」
ふうせんを海上に浮かべるというもので、とても謎めいてお
り、少し突飛な提案に見えてしまった。花火や海上のお祭り
を提案することの方が残余に「建築を発見」するという点で
適切だったのではないかと思う。� （乾久美子）

タジマ奨励賞

タジマ奨励賞

タジマ奨励賞
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湧きたつ繁暇街  
本山翔伍（鹿児島大学）　松田寛敬（同）　倉岡進吾（同）　
佐々木麻結（同）　北之園裕子（同）

　商店街の空中階に商業ではない「暇」を過ごす空間をいか
に構築するか、面白い着眼点である。方法は明快で、ビル

オーナー、ユーザーとも異なる「植物」という第三の主体を
都市空間に挿入し、がらりと環境を変える。ダイナミック
で、楽しいまちづくりの方法だ。建物同士をつなぐこと、屋
上に土を載せること、などの具体的な事柄が引き起こす建物
への効果などを技術的な側面で詰めるとよりよいし、さら
には誰がどのように運営していくかという枠組的な側面にも
触れられれば、リアリティのある提案になっていくはずだ
ろう。� （山道拓人）

支部入選

北海道支部	 岩国大貴（北海道大学）、佐藤凌（同）
北海道支部	 高嶋健伍（室蘭工業大学）、久野建（同）
東北支部	 髙橋衛（東京都市大学）
東北支部	 吉村亮毅（東北大学）
関東支部	 五十嵐大輝（東京理科大学）、大田翼（同）、
	 伊藤翔治（同）、山本祥史（同）
関東支部	 仲尾梓（東京理科大学）、熊野愛（同）、野島歩月（同）、
	 丸山航（同）
関東支部	 小松恭士（工学院大学）、宮内智也（同）
関東支部	 佐藤早一郎（立命館大学）
関東支部	 永野仁志（早稲田大学）、松井遼（同）、武井雄一朗（同）
関東支部	 伊藤健吾（東京都市大学）
関東支部	 宮本歩（日本女子大学）、齋藤友里（同）
関東支部	 柴薮綾介（千葉大学）、大峽康平（同）
関東支部	 沼田汐里（千葉大学）、戸村奈央（同）、古澤賢也（同）
関東支部	 山森久武（慶應義塾大学）
関東支部	 中島健（横浜国立大学）
関東支部	 宮武壮太郎（慶應義塾大学）
東海支部	 田中祐介（立命館大学）、廣田竜介（同）、松井亮平（同）
東海支部	 陣昂太郎（名古屋大学）、市野清香（同）、武脇卓磨（同）
東海支部	 村山大騎（愛知工業大学）、平井創一朗（同）、
	 三井崇司（同）、殿谷仁視（同）
東海支部	 安部信汰（名古屋工業大学）
北陸支部	 木下優奈（神奈川大学）、曵田百香（同）、足立将博（同）、

佐藤滉子（同）
北陸支部	 甲斐大貴（金沢工業大学）、古川茉莉子（同）
近畿支部	 木村明稔（京都工芸繊維大学）
近畿支部	 武森祐次（大阪工業大学）、田中悠介（同）、
	 大畑憲一（同）
近畿支部	 粟野瑞基（大阪工業大学）、服部佑哉（同）、
	 西岡広登（同）、山口貴大（同）

近畿支部	 洲脇純平（大阪工業大学）、村上峻一（同）、
	 秋吉俊希（同）
近畿支部	 山岡義大（神戸大学）、田中はつみ（同）、小畑皓平（同）、
	 西村卓馬（同）、三井貴裕（同）
近畿支部	 佐藤絵里（大阪工業大学）、足立和人（同）、
	 木原真慧（同）、木下明音（同）、前岡光一（同）、
	 淵本千明（同）
近畿支部	 黒田知沙（神戸大学）、森優也（同）、山本真実（同）、
	 吉田千恵（同）
近畿支部	 藤岡宗杜（大阪工業大学）、足立和人（同）
中国支部	 饗庭恵（山口大学）、甲田晃（同）、牧平雅宏（同）
中国支部	 森定稜太（山口大学）、柴田英恵（同）、西村祥（同）
中国支部	 金馬貴之（広島大学）、天野真登（同）
中国支部	 渡邉文彦（近畿大学）、濱本真之（同）
中国支部	 持井英敏（京都工芸繊維大学）
四国支部	 鈴江佑弥（大阪工業大学）
九州支部	 須永達也（鹿児島大学）、西垣信良（同）、
	 河﨑葉奈子（同）
九州支部	 江上史恭（崇城大学）、大吉真由（同）、佐々木拓実（同）、
	 寺田祐平（同）、付暁蕾（同）
九州支部	 仲浩慶（佐賀大学）
九州支部	 今利育美（佐賀大学）
九州支部	 美作天地（熊本大学）、鶴田優晴（同）、江藤桂（同）
九州支部	 中野雄貴（九州大学）、土橋泉咲（同）、野嶋淳平（同）
九州支部	 大城俊（熊本大学）、徐浩然（同）、河井薫（同）
九州支部	 林原孝樹（熊本大学）
九州支部	 遠藤由貴（九州大学）、齋藤雅弘（同）、万素影（同）
九州支部	 穂満亮祐（鹿児島大学）、竹島光志郎（同）、木村拓（同）
九州支部	 鈴木龍一（熊本大学）、福嶋海仁（同）、坂田純一（同）
九州支部	 谷口和広（九州大学）、吉原優（同）、福田拓人（同）、
	 岩崎冬葉（同）

タジマ奨励賞
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2016 年度日本建築学会技術部門設計競技
木質材料・木質構造の可能性を最大に引き出す建築
─さらなる高層化、大規模化、環境配慮など、新たな展開
主催　構造委員会

主旨

　資源循環材料である木材を有効利用することが地球環境配
慮の観点から重要とされる。ここ20 〜 30年の動きを振り返る
と、1990年ごろには新木造と称される大規模構造の時代があ
り、2000年には性能規定化に伴い木質耐火部材が開発され、3
階建てを超える中層木造が実現された。近年では、CLT（Cross 
Laminated Timber）などの面材料が出現し、海外では30階建ての
木質構造のフィージビリティスタディがなされるなど、新たな木
質構造がわが国でも期待されている。これら新たな展開の背景に
は、法令の緩和や新規部材の開発などがあり、さらなる展開も可
能と思われる。つまり、建築基準法という枠組みのなかでは評価

募集内容

①�基本コンセプト、考慮した木質材料、木質構造の可能性、構造
や建築システムの新規性、が明記されていること。特に「木質
材料、木質構造」が、新たな構造や建築システムにどのように
つながっているのかが明確に記載されていること。

審査員（敬称略、五十音順）

委員長	 五十田博（京都大学／木質構造運営委員会主査）
委員	 板垣直行（秋田県立大学）
	 稲山正弘（東京大学）
	 腰原幹雄（東京大学）
	 貞広修（清水建設）

選考経過報告

　全応募は42作品であった。一次審査に先立ち、全審査員9名に
よる事前審査を行った。なお、審査にあたっては公平を期すため、
審査員と関係が深い作品については、当該作品に関与しないこと
を確認・合意した。
（1）第一次審査
　第一次審査会は6月10日に行った。全42作品について1件ずつ
講評を行い、審査基準となる「考慮した木質材料、木質構造」と
「新たな構造や建築システム」とのつながりなど六つの項目を踏ま
えて、全員で議論を行った。その後、第二次審査に残したい5作
品に対して、1位には5点、2位には4点の順に5位まで各審査員が
評点を付した。集計の結果、20点以上が1作品、10点以上が4作
品、9点が2作品、5点以下が35作品となった。
　集計結果を踏まえて、第二次審査に残すべき入選候補作品につ

は難しいが、アイデアとしては優れている、実現されていないが
将来期待できる木質材料、木質構造などがありえる。木材は軽い
割には強く、接着などを併用すれば自由な形状がつくれるといっ
た長所を持つ一方で、割裂を伴う脆性的な破壊や、腐る、燃える
などの短所も併せ持つ。また、持続可能な建築物の構築には、交
換可能な建築システムとしての提案なども必要な課題である。
　本設計競技では、上述したような木質材料、木質構造を最大に
引き出す構造や建築システムの提案を求める。木材の特性を活か
し、木材を適材適所に用いた提案を期待する。

②�提案した建物の構造的合理性の検証が示されていること。
③�建物種別や想定条件は、応募者が自由に設定してよい。
④�すでに実在している建物でも、想定した建物でもよい。

瀧野敦夫（奈良女子大学）
緑川光正（北海道大学名誉教授／構造委員会委員長）
宮林正幸（ティー ･イー ･コンサルティング）
山田憲明（山田憲明構造設計事務所）

いて議論した。その審査の結果、二次審査の対象として7作品を
選出した。
（2）第二次審査
　第二次審査会は7月11日に行った。第一次審査から選ばれた7
作品について、応募者による7分のプレゼンテーションと8分の質
疑応答によるヒアリング審査を実施した。これを受けて議論した
後、最優秀賞と優秀賞と佳作を選定するため、各審査員が3作品
を選び、優れたものから3、2、1点の評点を投じた。評点結果は
投票人数を母数とした平均点を評価の一項目にした。その結果、
3点を入れた審査員が5人で、平均点が2点以上と最も高い評価を
得た1作品を最優秀賞に決定した。次に、評点順位に基づく上位
2作品（平均点が1点以上）を優秀賞とし、平均点が1点未満であっ
たそのほかの4作品を佳作とした。



061建築雑誌  JABS ｜ vol.131 No.1690 ｜ 2016.11

2
0
1
6
年
度
日
本
建
築
学
会
技
術
部
門
設
計
競
技

総評

　木材は古くから使われている建築材料である。日本では伝統的
な技法が発達する一方、戦前から戦中には新興木構造として、ス
パン20mを超える工場施設の建設が進められ、さらには3階建て
程度のビルものも建てられてきた。その後、外圧などもあって新
木造と称したスパン100m級の大空間が建てられた1990年代、さ
らに、2000年には性能規定化により現代において3階建てを超え
る木造建築が規制の厳しいわが国においても実現した。このよう
に木造建築は伝統的なものに始まり、日進月歩の進化を遂げてき
た。この背景には、木材という素材を使いながらも材料の使い方、
構工法などが変化を続けていることがある。新興木構造は小断面
材をジベルによって接合し、大スパンを実現した。新木造では集
成材という大きな大断面の軸材を用いて、大規模な木造を建てた。
そして、現在、CLT（Cross Laminated Timber）やLVL（Laminated 
Veneer Lumber）といった厚板面材によって海外では高層化が実
現されている。加えて、素材の木材を有効利用しつつ鋼材やコン
クリート系材料などと組み合わせ、木材の素材以上に構造性能や
耐火性能を高めた部材も開発されている。それは性能規定化後の
耐火木造というひとつの新たな構法を形づくった。木材を見栄え
よく使うことにより、魅力的な空間の構成が可能であり、話題性
もあって、これまで脈々と木造建築は建てられてきている。
　今回の設計競技では上記のような系譜に続く「新たな展開」を期
待した。その結果、40件を超える応募をいただいた。設計競技な
らではの審査員の固定概念を崩す作品が見られる一方で、すでに
技術として完成している実例も数多くあった。新たな技術として
の提案は、いくつかに分類が可能である。その代表は、これまで
の木質構造の技術や木材の特徴をさらに高めるものと、既存の木
質構造に先端の技術をはじめとするほかの要素を組み合わせるも
の、である。前者の例が、伝統的な木造建築で用いられる技術の
利用である。さらには、木材の特性である軽さを活かした使い方、
例えば、コンクリート系材料の木質材料への置き換えである。そ
して、加工の容易性を活かした可変性を積極的に用いる案、例え
ば、災害時やライフスタイルに応じて改変する提案、である。実
際のところコンクリート系材料の木質系材料への置き換えは海外
では一般化しており、特段の目新しさはない。しかし、防火的な

観点も取り入れることにより、日本らしい新たな展開が期待でき
るものとして評価される。後者の先端的な技術の組み合わせとし
て、制振構造がいくつか見られた。制振構造は残念ながら選に漏
れてしまったが、柔構造である木質構造にあっては、揺れを制御
するひとつの解決策であり、中層建築物などで今後実現される技
術であろう。
　今回の技術部門設計競技は木材を用いること以外、構造に軸足
を置きつつも、施工、防耐火、空間構成など広く提案を募集した。
技術の可能性にバリエーションを持たせたいこともあって、あま
り偏らず、毛色の違うものを選ぼう、ということが審査員の共通
認識でもあった。
　そのようななか、一見突飛な、アイデアとしては思いつくもの
の実現までには至らないだろう、と考える審査員に、具体的な解
決の方法と、納得させるに足る十分な技術的根拠を示した提案が、
最優秀賞・優秀賞・佳作として表彰されるに至っている。それに
加えて、現段階で考えられる材料・部材の本来のありよう、例え
ば、CLTであればCLTらしい使い方、部材交換するのであればひ
とつの解決方法になるもの、を高く評価した。無理すればできる
ということではなく、木材のありうる使い方を示した提案が評価
された。逆に言えば、まだまだ木材という素材の理解が十分でな
く、木を用いる意味や意義が問われる作品が見られたということ
でもあった。これまでとは異なる視点から木の特性を活かしたも
の、新しい混構造の形や組み立て方についての提案を望んだが、
すでに研究開発プロジェクトなどで提案されたものが多かったの
は残念であった。これは、実例についても言え、実施案件では法
令やコスト、材料調達などの何らかの制約があったため実現でき
なかったが、技術ではこのような新たな展開が可能である、とい
うことなどを盛り込んで本設計競技に提案していただきたかった。
そのような作品は1件にとどまっており、残念であった。
　最後に、本設計競技に多くの方々から積極的な提案をいただき、
さらに机上の解析検討ばかりではなく、実験なども実施し、技術
的な検討を深めていただいた。提案者各位に心から敬意を表する。
� （審査委員長　五十田博）

提案名 提案者

最優秀賞 積み木のタワー 木村誠（清水建設）、池内匠（同）、鈴木康二郎（同）、
木内佑輔（同）、津曲敬（同）、小澤祐周（同）

優秀賞 Symbiotic Architecture
─樹木の地震応答低減効果を活かした構造システム

田中弘臣（竹中工務店）	、鈴木雅史（同）、和田佳奈美（同）、
前川元伸（同）、熊野豪人（同）、	川上沢馬（同）、高山秀俊（同）、
内山元希（同）、足立識文（同）、	鶴田将悟（同）

MOKUMOKUMO：PS-CLTによる木質シェルター
─屋外フェス会場でのケーススタディ

丸谷周平（山下設計）、曽根拓也（同）、三宅由祐（同）、
松澤祐介（同）、岸野泰典（同）、森大（同）、井田久遠（同）

佳作 PATCHWORK
─小型CLTパネルを継ぎ接ぎするフレキシブルな壁構法

岩田伸一郎（日本大学）、鎌田貴久（同）、高橋謙太（類設計室）、
岡田遼（日本大学）

積層する木質空間
─RCメガストラクチャーとCLTの混構造による可変式集合住宅の提案

五寶智美（芝浦工業大学）、千葉麻貴（同）、林晃士（同）、
山本明輝（同）

浮洋（FUYOU）  ─軽やかに浮かぶ建築 田村淳一（清水建設）、津畑慎哉（清水建設技術研究所）

TRANS-TIMBERS
─交換可能な小断面部材を用いた可変建築システム

鳥居智之（鴻池組）、本郷貴之（同）、
原田雅俊（鴻池組技術研究所）、鶴岡千秋（鴻池組）
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積み木のタワー  
木村誠（清水建設）　池内匠（同）　鈴木康二郎（同）　木内佑輔（同）　津曲敬（同）　小澤祐周（同）

最優秀賞

　本案は、伝統木造技術に見られる束柱のロッキング支承と
五重塔の積上式層塔を、現代の木造技術や建築技術に応用し
た柔節積層構造システムを提案している。3階建て15m程度
のボックスユニットはCLTを用いた剛性の高い外殻とし、上
層階への積上げはロッキング支承により分断するとともに、
支承の浮き上がりは建物全体をワイヤ状の「係留索」と呼ば
れる機構により転倒防止策を講じている。このロッキング支
承を設けることで、建物下部の応力集中を軽減するととも
に、長周期化による応答低減も期待できる。構造性能検証と

しては、ボックスユニットを5つ積み上げた全高80m程度の
高層の建物について、時刻歴応答解析による検証とともに、
幾つかの模型を使った振動性状の確認も実施している。実現
に向けて幾つかの課題は残しつつも新たな構造システムとし
て高い評価を受け、さらに低層のものから既存建物のリノ
ベーションなど幅広い用途に応用可能な魅力的な作品とし
て、最優秀賞にふさわしいとの高い評価を受けた。
� （瀧野敦夫）
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Symbiotic Architecture  ─樹木の地震応答低減効果を活かした構造システム  

田中弘臣（竹中工務店）　鈴木雅史（同）　和田佳奈美（同）　前川元伸（同）　熊野豪人（同）　
川上沢馬（同）　高山秀俊（同）　内山元希（同）　足立識文（同）　鶴田将悟（同）

優秀賞

のだ。その大胆さゆえに一次審査では構造的合理性に疑問を
呈する意見も出たが、二次審査のプレゼンテーションでその
多くを払拭した。ほかにも、樹木と床の炭素繊維と硬質ゴム
を用いた接合、LVLを用いた二方向ストレストスキンパネル
の床、柱と床の掘立柱接合など、独自の要素技術もさりげな
く盛り込まれており、高評価のポイントになった。樹木の設
置、性能のばらつきや変化への対応、メンテナンスなど、多
くの課題を残しているが、さらに検討を進めてぜひ実現して
ほしい。� （山田憲明）

　庭や街路の樹木を建物の構造に使うといった、一見空想と
も受け取られかねないアイデアを実際に研究し、14年前に
論文発表した研究者がいたことを本案で知り、感嘆した。そ
の研究で、樹種や胸高直径の異なる計24本の樹木を実際に
自由振動させて周期・剛性・減衰等の性能を把握し、仮想建
物と樹木を連結したモデルで時刻歴応答解析を行って地震応
答低減効果を確認している。本案は、この研究成果を技術的
根拠とし、木造3階建て程度までの建物の水平力をすべて樹
木に負担させることで、耐力壁のない自由な空間を獲得し、
建築におけるフレキシビリティを大幅に向上させるというも
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MOKUMOKUMO：PS-CLT による木質シェルター  ─屋外フェス会場でのケーススタディ  

丸谷周平（山下設計）　曽根拓也（同）　三宅由祐（同）　松澤祐介（同）　岸野泰典（同）　森大（同）　井田久遠（同）

優秀賞

　本案は、CLTパネルの特徴である、軽量かつ二方向の曲
げ・圧縮に強く、大型版が製造可能でカットして任意の形状
に成形できる点を活かして、シェル構造の屋根をつくる提
案である。施工方法は、地上平面に置かれたCLTパネル内に
ケーブルを通し、ケーブルを緊張しながら頂部の圧着リング
をクレーンで引き上げていくことにより、足場なしで簡単に
ドームを立ち上げることができる。CLTの製造時に内層ラミ
ナ同士の間に隙間を設けて接着積層すれば、ケーブルを通す
ための溝をあらかじめつくることができる。直径20mのドー

ムを想定して応力・変形解析を行い、ケーブルへのプレスト
レス導入によるクリープ変形についても検証するなど、構造
的な実現可能性も十分に検討されている。また、CLTパネル
サイズも国内の工場の製造可能寸法範囲内であり、パネルユ
ニットが8角形であるので歩留まりもよく経済的であり、す
ぐにでも実現できそうな優れた提案である。ドーム内には8
角形パネルの間の四角い開口から採光・通風が可能で、木漏
れ日のなかで木の香りに包まれた居心地のよい木造空間が現
出することが期待される。� （稲山正弘）
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PATCHWORK
─小型 CLT パネルを継ぎ接ぎするフレキシブルな壁構法  

岩田伸一郎（日本大学）　鎌田貴久（同）　
高橋謙太（類設計室）　岡田遼（日本大学）

積層する木質空間
─ �RC メガストラクチャーと CLT の混構造による	

可変式集合住宅の提案  

五寶智美（芝浦工業大学）　千葉麻貴（同）　林晃士（同）　
山本明輝（同）

佳作

佳作

　本案は、厚さ36mmのCLTを用いた壁構法の提案である。
欧州から新たな木質構造材としてCLTが紹介され、CLTの活
用により林業・木材産業の活性化を通じて、雇用拡大など地
方創生の実現が期待されている。わが国でも厚さ36mmの
3層パネルがすでに鳥取県、静岡県などの複数の企業で商品
化されているが、製品規格や基準強度が整備されていなかっ
たため、構造用途は木造軸組住宅の耐力壁面材や床下地材に
限定されていた。本案は、JAS規格で最も薄い構成であるラ
ミナ厚12mmの3層3プライ、厚さ36mm 3×6サイズの小
型CLTを基本パネルとし、3枚のCLTを各層継ぎ手部分が重
ならないように配置し、ネジなど接合具で一体化した厚さ
108mmのCLT積層パネルによる壁構法で、積層数や接合具
の仕様を見直すことにより、住宅から中・大規模建物まで適
応が可能である。積層一体化したパネルの力学的性能の検証
などに課題も残るが、すでに複数の製造工場があり、新規設
備化も比較的低額の投資で可能な小型CLTパネルを用いた、
中・大規模建物まで適応できる壁構法の提案で、地域材によ
る地産地消につながることが期待される。� （宮林正幸）

　木質構造の高層化はRCのコアを耐震要素とする平面混構
造形式が海外等で検討されているが、本案はRCメガストラ
クチャーのなかに木質空間を組み込んだ混構造システムの提
案である。木質材料のみで強引に高層化を図るのではなく、
適材適所の建築材料を用いて快適な建築空間を提案している
ところが高く評価された。メガストラクチャーのなかにCLT
を用いた木質空間を規則正しく組み込む発想は斬新であり、
CLTを用いた居住空間は将来のライフスタイルの変化に応じ
て増改築可能な仕様としている。現在多く建設されている
RC高層マンションは無機質な建築材料で居住空間が構成さ
れるが、本案では木材（CLT）を使用することで環境的性能
が向上するとしている。本設計競技のポイントとなる建物の
構造的合理性では、RCメガストラクチャーのなかに組み込
む居住空間を木質化することで結果建物が軽量化されること
が最大の提案と思われるが、メガストラクチャーと木質構造
の構造的な連携、およびCLTの接合ディテールが具体的に示
されていれば、より高い評価が得られたものと思われる。
� （貞広修）
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浮洋（FUYOU）
─軽やかに浮かぶ建築  

田村淳一（清水建設）　津畑慎哉（清水建設技術研究所）

TRANS-TIMBERS
─交換可能な小断面部材を用いた可変建築システム  

鳥居智之（鴻池組）　本郷貴之（同）　
原田雅俊（鴻池組技術研究所）　鶴岡千秋（鴻池組）

佳作

佳作

　木の軽さを建築に活かす……とすると、多くは屋根架構へ
の活用あるいは地震力に対する上部架構の質量低減といっ
た発想に至るが、本案ではそれを浮体構造として下部構造
に活用するユニークな発想の転換を打ち出している。海洋に
浮かべることにより地震力からの解放を実現し、上部構造の
部材断面の縮小、接合部の単純化等を図り、さらなる重量の
軽減を試みている。一方で、海面という不安定な敷地に対し
ては、船舶にならった機構により横揺れへの抵抗や減衰を得
ている。解析結果による6〜 7秒の固有周期や振幅の大きさ
などは、現実的に問題があるように思えるが、将来的にそれ
をコントロールすることは可能と考えられる。WFT（Wood 
Filled Tube）や真空氷結耐火ウッドなどの新たに提案された
木質部材は、木の活用の可能性を広げるものであるが、その
効果が十分に検証されておらず、また必ずしも有効な活用法
と言えない点もみられる。解体利用についても具体的な転用
方法まで盛り込んでいただきたかった。想定はオリンピック
の短期間の建物ではあるが、海洋上という厳しい環境に対す
る、安全性・耐久性のための解答を示していただければ、さ
らなる海洋上での利用の可能性も期待できたと思われる。
� （板垣直行）

　木造建築は、軽量で加工しやすいため手軽に扱える建築材
料として古くから用いられてきたが、同時に自然素材である
ため材料の異方性、非線形性、性能のばらつきから工学的評
価が困難な建築材料とされてきた。また、材料自体の耐久性
が高いとは言えない木造建築では、部材自体の耐久性向上だ
けでなく、部材交換による性能維持、増改築により要求の変
化に対応しながら建物の長寿命化を図ってきた。これらは、
木造建築独特の構造計画とも言える。本案では、こうした伝
統的に用いられてきた木造建築の構造計画に、現代技術を用
いて工学的判断を適用することを提案した点が評価された。
構造実験の評価や構造システム自体は剛接合を想定するな
ど、まだまだ実現に向けては課題も多く、改良の余地が残さ
れているが、多部材を用いて冗長性を持たせる構造システム
の可能性、部材配置交換による改築を前提とした情報データ
ベースの提案、部材性能の経年変化センシングシステムなど
と連動することによる維持管理システムの可能性など、それ
ぞれの要素技術を確立しながら統合することで新しい価値観
の都市木造が生まれることを期待したい。� （腰原幹雄）
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